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はじめに
活版印刷術を、火薬、羅針盤と並べて三大発明
にあげたのはフランシス・ベーコンFrancis Bacon
であった。それは単なる書物の制作における新しい
技術を超えて、大きなメディア革命であったと考え
られている。とはいえ、新技術によって、書物の制
作は写本から印刷本へとすぐさま転換したのではな
く、その過渡期において両者は長く共存していたこ
とも広く認識されている。
印刷本は、それまでの書物、すなわち写本の形態
を手本として誕生したのであり、一方写本もまた、
活版印刷術に先んじて起こった木版画や銅版画を含
めた「印刷により生み出されたもの」をすぐさま取
り込み始める1。そのためこの共存の時代には、写
本、印刷本、版画のさまざまな要素が混在したハイ
ブリッド形式の書物が現れることになった。写本の
支持体であるヴェラム（羊皮紙）はまた、印刷本に
も用いられた。同一書物で、ヴェラムと紙で刷られ
た二つの版があるものは、ダブル・エディションと
呼ばれる。たとえばグーテンベルクの42行聖書（1455
年）では、現存する47部のうちヴェラム刷り21部（完
本4部）、紙刷り26部（完本17部）が現存している。
イニシアル装飾以外の挿絵は含まないものの、そ
れぞれに異なった彩飾が施されており、写本と見紛
うごとく仕上げられている。こうした疑似写本とも
いえる印刷本は、中世以来の写本の伝統を残してい
る。というよりも、むしろ積極的にそれを取り入れ
ているのである。本稿では、多くの豪華なヴェラム
刷りを手がけたことで知られる、パリの印刷者アン
トワーヌ・ヴェラールAntoine Vérard（～1513年
頃）が、1493/4年に出版した『変身物語』La Bible 
des poètesのヴェラム（羊皮紙）刷り〔図3～8〕を
取り上げ、できる限り書物全体を把握しつつ、その
挿絵装飾の特徴を明かにすることを目的とする。
１.ヴェラールとマンシオン
アントワーヌ・ヴェラールの名は、1485年9月12
日の日付がある『ローマ時禱書』Horae ad usum 
Romanumの奥付に初めてあらわれ、それ以前の記
録はないが、この時点ですでに独立して書籍業を営
んでいた2。ヴェラールの名あるいは商標を冠した
出版は280点以上にも及び、1508年にはルイ12世 
Luis XIIより出版者として初めての出版允許を受
け、さらにフランス王シャルル8世 Charles VIII、
ルイ12世、イングランド王ヘンリー7世 Henry VII
をはじめとする王侯等がパトロンであった事実か
ら、彼が出版者として大きな成功をおさめたことが
理解される。その成功の理由は、ヴェラールが幅広
い出版を手がけた出版者であったのみならず、テク
ストと、イメージを含む装飾の双方において大きく
係わった点にある。すなわち、当時の印刷者として
は珍しく特定のパトロンへの献呈文等を自ら記し、
また「言葉よりも画像の方がより一層熱烈な欲望を
かきたてるのです」3という彼の言葉にあらわれて
いるように、ヴィジュアルな効果を重視した、芸術
的価値の高いヴェラム刷り豪華本を積極的に制作し
て、富裕な顧客に供したのである。ルネサンス的な
人文主義とは逆の嗜好をもつヴェラールは、まさに
「アート・エディター」として、中世の伝統に則り
ながら、「読む書物」ではなく、「見るための書物」
つまり「芸術としての書物」を世に送り出したのだっ
た4。
[キーワード]　オウィディウス　　アントワーヌ・ヴェラール　　ヴェラム刷り　　彩色木版画
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ヴェラールの『変身物語』La Bible des poètes
を論じるにあたっては、もうひとり別の出版
者、ブリュージュのコラルト・マンシオンColard 
Mansion（1440年以前～1484年5月以降）にも触れ
ておかねばならない。なぜなら、オウィディウス 
『変身物語』の初めての木版挿絵付き印刷本は、マ
ンシオンによって1484年に出版された『変身物語』
Ovide moralisé〔図１〕であり、ヴェラール版は、
テクストと木版挿絵ともにマンシオン版を受け継い
だ、事実上はその第2版ともいえる性格をもつから
である。
写字生として多くの写本制作にかかわったマン
シオンは、翻訳者でもあり、さらにさまざま新たな
試みを行った初期の出版者のひとりであった5。年
記のある最初の出版、1476年のボッカッチョの『名
士、名婦列伝』De la ruine des nobles hommes et 
femmesに、エングレーヴィングによる挿絵を加え
るという新たな試みを行い6、ウィリアム・カクス
トンWilliam Caxtonと仕事をしたことで知られ、
また活版印刷に入念な彩飾を施したその豪華本は
ヴェラールの手本となったと考えられる7。『変身
物語』Ovide moraliséには33点という多くの木版
挿絵が付されており、その図像はマンシオンのパト
ロンであったロードウェイク・ヴァン・フルート
フース Lodewijk van Gruuthuse 8 が所有していた
オウィディウス写本（BN Ms. fr. français 137）に
従っている9。この第26番目の書籍はマンシオンが
手がけた最後の出版であり、その後彼は負債のため
に店も手放すことになる。ヴェラールの成功とは対
照的な顛末である10。
マンシオンの『変身物語』Ovide moraliséも、木版
画彩色や欄外彩飾を施したものが現存しているが11、
ヴェラールは、マンシオン版を手本として木版挿絵
を制作させたばかりでなく、ダブル・エディション
とした。とくにヴェラム刷りは、木版画に加えた入
念な彩色と200点以上もの挿絵12の挿入によって、
きわめて豪華に仕立てられている。ヴェラール版は、
そのネーミングのよさもあって、ルネサンスを通じ
て広く流布した13。1493/4年の初版以降、年記のな
いヴァージョンが2版 （ 1498？14、1507？15 ）出され、
さらにその後フィリップ・ド・ノワールPhillip de 
Noirにより2度版が重ねられた（1523、1531）16。
２.『変身物語』La Bible des poètesの概要
1493/94年の初版『変身物語』La Bible des poètes 
は、すでに述べたようにダブル・エディションとなっ
ており、現存する9部のうち4部がヴェラム刷りで
ある17。初版の構成は、まず題字のフォリオ、そし
て木版大扉絵から始まる序文、神々をあらわす木版
小挿絵が付されたテクストと続き、目次をはさんで
本文に入ると、各巻頭に木版大扉絵、最後に印刷者
商標がある。フォリオ番号は本文が始まるところか
ら印刷されている18。木版大扉絵は白地の紋章のあ
る枠装飾を伴っているが、これは写本の欄外装飾に
相当するものである。テクストページは46、47行
の2コラムで、各巻頭は木版大扉絵の下に6、7行を
配するレイアウトとなっている。活版印刷には不要
であるはずの罫線がひかれ、写本の体裁を整えてい
る。ヴェラム刷りでは、木版画に彩色が加えられる
のと同時に、各巻文中において、あらかじめ挿絵の
ために上下に空間をとって印刷された見出し部分に
小挿絵が描き加えられている。この見出しは、目次
に記されているものにほぼ一致しており、木版画と
同様マンシオン版にすでにあったものである19。
ヴェラム刷りの中で、最多243点の挿絵（うち彩
色木版画大17点、小15点）を含み、またもっとも
質の高いものが、シャルル8世への献呈文と、フラ
ンスの紋章があるパリ国立図書館本（Vélins 559　
以下BN 559と記す）〔図4〕である。このBN 559
を基にして、その構成および挿絵図像を、大英図書
館本（IC41148）〔図3〕、パリ国立図書館所蔵の別
のヴェラム刷り（Vélins 560　以下BN 560と記す）
〔図5〕と比較してまとめたのが〔表1〕である20。
大英図書館本では、冒頭の大扉絵下から始まる、
フランス王の名が記された献呈文のフォリオが省か
れ、そのかわりに、サトゥルヌスを去勢するユピテ
ルをオリュンポスの神々とともに描く大扉絵は、木
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版の構図を模して全ページ大で、すなわち下部のテ
クスト分だけ縦に引き延ばされた画面に手描きで描
かれている21。この挿絵および彩色大扉絵には、イ
ングランドの紋章が描かれており、ヘンリー7世の
ために制作されたと考えられる。BN560 は、現在
はフォリオを欠いているものの、もともとはBN559と
同様に多くの挿絵を含んでいたと考えられ、アング
レーム伯シャルルCharles d’Angoule^meの1496年
の死後直後の財産目録から、その所蔵本と同定され
る。
BN559の彩色大扉絵および小挿絵はヴェラール
の下で活躍した画家の中でもっとも優れたジャッ
ク・ド・ブザンソンの画家 Master of Jacques de 
Besançonの手に帰される22。この画家は、大図書
館本では木版画彩色は行っていないものの、ほとん
どの小挿絵を描き、またBN560の9点の彩色大扉
絵を手がけている。
３. BN559の構成
BN559では、32点の木版画の大扉絵および小挿
絵に入念な彩色が施され、そこに加えてさらに211
点もの挿絵が挿入されている。表１でわかるように、
大英図書館本とBN560においても、数は及ばない
ものの同様に多くの挿絵が描かれている。こうした
きわめて多くの挿絵を含む書物の制作が可能であっ
たのは、やはり活版印刷という大量生産の新技術に
よるものだろう。特注のヴェラム刷りであっても、
同様の規模の写本を制作するよりはずっと手間がか
からなかったはずである。
興味深いことに、最も豪華なBN559に他では描
かれている挿絵がない場合がある。たとえばフォリ
オLXIIIrは、BN560では女神ラトナと2人の男、大
英図書館本では女神のかわりに祭壇が見出しに対応
して描かれているのに対して、BN559では見出しも
印刷されていない。印刷されているはずの見出しが
ない箇所はいずれの刊本においても認められ（fol. 
LXVv, CLXVIIIr）、印刷工程という点でも興味深
い。また、「ケユクスを発見するアルキュオネ」の
挿絵は大英図書館本にのみみられる（fol.CXXXIr）。
さらに、BN560のフォリオでは、元来見出しのない
空白部分にも挿絵が描かれている（fol.CLXIIIv）。
通常は印刷された見出しが挿絵で覆われると、その
文章が欄外に手書きで記されるが、この箇所だけに
そうした書き込みが見られない。図像表現は近似す
るものがある一方で、大英図書館本に欠けている場
面は、B560においてもまたB559とは異なるという
傾向がある。ヴェラールは全体にわたる指示を行っ
たであろうが、こうした事実は、工房において画家
の裁量にある程度まかされていたことを示すものと
考えられる。
次に挿絵の主題を概観する23。まず本文の前に、
神々についての記述があるが、これはマンシオン版
と関連するオウィディウス写本（BN Ms. fr. 137） 
にはない。ここでは物語のキャラクター紹介のごと
く主要な神々がイメージとテクストで示されてい
る。次に本文テクストは、オウィディウスの原典
の翻訳ではなく、『教訓化されたオウィディウス』
Ovide moraliséであるため、原典にはない多くの場
面があることに気づく。挿絵の図像伝統を明らかに
するには、先行する写本との比較研究が必要である
が、本稿では〔表1〕によって全体像を示すのみに
留める。原典にはないテクストの主な挿絵をあげる
と、第1巻では、冒頭にまずキリスト教的な天地創
造が加えられ、アダムとエヴァの場面（fol .IIv,IIIr）
が描かれる。サトュルヌスとガイアとその子どもた
ちを描く第3番目の挿絵（fol .IIIv）から、神の系譜
と人間の新生を語るオウィディウスのテクストが始
まる。第4巻では、「アタマス王の妻イノ」の物語
の箇所に、継子である「プリクススとヘレ」にかん
する物語（fol.XLIv, XLIIr, XLIIv)、第9巻では、「テー
バイ攻め」にかんする物語（fol.Cv, CIr, CIv, CIIr）、
第11巻では、「テティスとペレウス」の物語に続
いて、「パリスの審判」（fol.CXXIIIv, CXXIIIIr., 
CXXIIIIv., CXXVr, CXXVv, CXXVIr）が見られる。
その他にも中世においてペルセウスと同一視された
「ベッレロポン」（fol.XLVIIIr）といった関連する物
語が挿入されている。
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挿絵が描かれる箇所には、見出しの行数にもよ
るが、上下が数行空けられているのに対して、1、2
行しか空いていない見出しもある。横長の小さな画
面もあるものの、この場合は明らかに挿絵を描く空
間は用意されていない。つまり、ヴェラールは、見
出しを選択して挿絵を挿入する場所を決定したと考
えられるのである。1箇所だけ例外的なレイアウト
になっているのがフォリオCXLIXvであり、ここで
は右の1コラム全体が空欄となり、目次にはない見
出しが印刷され、BN559、BN560、大英図書館本の
いずれにも挿絵はない。
見出しは、画家にとっての指示となっているとも
考えられるが、このように挿絵やイニシアルの指
示があらかじめ空けられた空間に書き込まれること
は、中世の写本制作では常であった。ヴェラール
版では、挿絵が描かれない場合は、印刷された見出
しはそのままそれ自体として機能している。実際、
オックスフォードのボードリアン図書館所蔵の紙刷
り（Douce 271）を参照すると、罫線は引かれてい
るが、木版画の彩色や挿絵は一切ない。それは明ら
かにヴェラム刷りほどに凝った豪華本として仕立て
られてはいないものの、装飾的な要素が全くないわ
けではない。というのは、ヴェラール独特のカリグ
ラフィーで書かれたイニシアルのある題字が金泥で
美しく飾られているからである。ヴェラム刷りの題
字には、こうした装飾がみられない。紙刷りでは、
ヴェラム刷りとは別の方法で加飾が行われているの
である。木版画もテクストページも色彩がなくとも
十分に美本なのであり、とりわけ初版は、後版とは
異なったかたちで仕立てられていることがわかる。
４.彩飾の特徴
それぞれにおいて木版画彩色や彩飾はどのように
異なるのか。具体的に例を見ながらその特徴を確
認したい。はじめにとりあげるのは第4巻の大扉絵
である（fol.XXXVv）。木版画の構図を確認するた
めに、まずボードリアン本の紙刷りを見ていく〔図
２〕。ここには、ミニュアスの娘たちが語る最初の
物語「ピュラモスとティスベ」 が描かれている。
その恋を親に反対されたふたりは、ある晩駆け落ち
を企てる。待ち合わせ場所に最初に到着したティス
ベは、雌ライオンに出くわし、洞窟に隠れるのだが、
その時ヴェールを落としてしまう。獲物をとらえた
ばかりのライオンは血塗られたその口でヴェールを
引き裂いた。そこへピュラモスが遅れてやってきて、
ヴェールを見てティスベが死んだと思い、嘆きのあ
まりに自殺してしまう。戻ってきたティスベはピュ
ラモスの遺体を発見し、自らも命を絶つ。
マンシオン版〔図1〕と比較すると、人物の配
置や構成要素にいたるまで構図は非常に似ている。
ヴェラール版のすべての木版画は、ほとんどがマン
シオン版を直接手本としていることが明らかである
が24、画像はしばしば左右反転している。ここでは
向きも同じである。前景には、泉のそばに立つ桑
の木の下でピュラモスを発見し、彼の剣で命を絶つ
ティスベが大きく配され、後景のライオンと隠れる
ティスベも一致する。さらにヴェラール版は、ティ
図1　第4巻扉絵　『変身物語』　コラルト・マンシオン刊
ブリュージュ　1484年 ⓒThe British Library Board. （IC49428）, 
fol.113recto
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図2　第4 巻扉絵　『変身物語』 アントワーヌ・ヴェラール刊
パリ　1493/94年　Bodleian Library, University of Oxford.
 （Douce 271）,  fol.XXXVverso
図4　第4巻扉絵　『変身物語』　アントワーヌ・ヴェラール刊
パリ　1493/94年　BnF.（Rès. Vélins-559）,  fol.XXXVverso
図3　第4巻扉絵　『変身物語』　アントワーヌ・ヴェラール刊
パリ　1493/94年　ⓒThe British Library Board. 
（IC411148）,  fol.XXXVverso
図5　第4巻扉絵　『変身物語』　アントワーヌ・ヴェラール刊
パリ　1493/94年　BnF.（Rès. Vélins-560）,  fol.XXXVverso
ヴェラー ル版『変身物語』 La Bible des poètes 研究　保井　亜弓 
— 38 —
図6　「壁の穴から会話するピュラモスとティスベ」　『変身物語』
アントワーヌ・ヴェラール刊　パリ　1493/94年
BnF.（Rès. Vélins-559）,  fol.XXXVIverso
図8　「アポロンを訪れるパエトン」　『変身物語』
アントワーヌ・ヴェラール刊　パリ　1493/94年
BnF.（Rès. Vélins-560）,  fol.XIverso
図7　「壁の穴から会話するピュラモスとティスベ」　『変身物語』
アントワーヌ・ヴェラール刊　パリ　1493/94年
BnF.（Rès. Vélins-560）,  fol.XXXVIverso
図9　「ネロ皇帝がヴェスパジアヌスに使命を与える」
この版木は、ヨセフス『ユダヤ戦記』（1492）で最初に刷
られ、後に多用された（Mary Beth Winn, Anthoine Vérard 
Parisian Publisher, 1485-1512 Prologues, Poems and 
Presentations, Genève, 1997より）
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スベと反対側にピュラモスを描き加え、ライオンが
ヴェールをくわえることで、「ライオンを恐れて隠
れるティスベ」と「ヴェールを発見するピュラモス」 
の2場面を巧みに表現している。大扉絵では、物語
の経過が異時同図であらわされることが多いが、こ
こではマンシオン版のそれをさらに複雑にしている
のである。また、マンシオン版では、前景のティス
ベはピュラモスに寄り添い、ふたりは一体化してい
るが、ヴェラール版では、個々の人物はより独立し
て明瞭に描かれていることも特徴的である。
ヴェラム刷りの同画面をみると、彩色によってが
らりと印象が変わることがわかる。BN559、560で
は、いずれも金銀のハイライトを多用した入念な彩
色が施されている〔図4、5〕。ボードリアン本〔図2〕
と比較すると、木版画の線にかなり忠実に描かれて
いることがわかるが、画面だけを見ている限りでは、
下に木版画があるとは想像できないほどの出来栄え
である。背景の町を塗りつぶして消している点も両
者に共通している。ただし、髪型や衣の色は違って
おり、異なった雰囲気を出している。一方大英図書
館本では、同様にハイライトに金銀が用いられて鮮
やかに彩色されているものの、全体に薄塗りで、地
表部分などではうっすらと木版画の線もみえる〔図
3〕。ジャック・ド・ブザンソンの画家による彩色と
は明らかに異なっている。とくに木や草花の表現は
木版画の線によらず、かなり大雑把に描かれている。
血を浴びて色を変えた桑の実の表現は、それぞれ異
なっており興味深い。
大扉絵には枠装飾が付され、ページ全体が華やか
に彩られている。枠装飾の版木は、実はすべてに同
じパターンが使用されている。このフォリオは、ボー
ドリアン本と比較すると明らかなように、BN559と
大英図書館本ではその彩色は木版画を活かしたもの
となっている。モティーフを残しながら細部を変化
させてヴァリエーションを出すという手法はかなり
経済的だっただろう。一方BN560の彩色は、木版
枠装飾と全く異り凝ったものとなっている。このタ
イプの装飾はBN559、大英図書館本の中にも見ら
れる。このように彩飾法に変化があることは、主な
挿絵と装飾を分業して手がける、中世以来の制作方
法が行われていた可能性を示唆するものと考えられ
る。
次に本文の小挿絵に目を転じると、「ピュラモ
スとティスベ」の物語には、「壁の穴から会話する
ピュラモスとティスベ」（fol.XXXVIv）、「ライオ
ンから逃げるティスベ」、「ピュラモスの自殺」（fol.
XXXVIIv）の3場面が描かれている。BN559と大
英図書館本の挿絵は、いずれもジャック・ド・ブザ
ンソンの画家の手になるが、同じ場面を描きつつも、
構図を繰り返すことなく、ヴァリエーションを与え
て表現している。BN560の画家は概してジャック・
ド・ブザンソンの画家には及ばず、人物表現も単調
であるが、たとえばピュラモスとティスベを隔てる
壁の捉え方は全く異なっている 〔図6、図7〕。こ
のように個性が出ている場面がある一方、全体を通
じて類似した構図も多くみられることは工房制作に
おける手本の問題が考えられるだろう。また、大英
図書館本では第13巻以降は明らかに挿絵の手は異
なり質が落ちる25。主要な画家がどの程度関与する
かで仕上がりは異なってくる。そこには当然ながら
ヴェラールも関与していると推測できる。
最後に、第2巻の大扉絵をとりあげる（fol.XIv）。
物語は、第1巻末で、アポロンの息子であるパエト
ンが、母クリュメネに父のことを訪ねるところから
続いており、大扉絵にはアポロンの神殿を訪ねるパ
エトンが描かれる。BN559の彩色大扉絵は下の木
版画とは全く異なった画面となっており〔図8、9〕、
BN560でもほぼ同じ図が描かれている。薄塗りの
大英図書館本では、木版画の図のままで描かれてい
る。実はこの木版画は、1492年に刊行されたフラヴィ
ウス・ヨセフスの『ユダヤ戦記』に付された3枚の
木版画のひとつである「皇帝ネロがヴェスパジアヌ
スに使命を与える」なのである。この版木は、その
後皇帝冠が王冠に変えられ、鷲の紋章も削除されて、
別の出版において何度か使用された26。したがって、
当然ながらオウィディウスの物語の要素は含まれて
いない。一方BN559の彩色大扉絵では、アポロン
の神殿の様子がオウィディウスの記述どおりに描か
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れている。燦然と輝く玉座につくアポロン。花を手
にする「春」、裸の青年の「夏」、葡萄の首飾りをつけ、
手に葡萄を持つ「秋」、老人の「冬」は、それぞれ
頭上にその名が記されている。背景の左右には、メ
ダイヨンに月歴図が、建築の浮き彫りを示すかのよ
うに金のハイライトを施したグリザイユで描かれて
いる。使い回しの木版画は豪華献呈本にはふさわし
くなかったのだろう。画家の判断でこのような大き
な変更を行ったとは考え難く、また、おそらくヴェ
ラール自身の指示なしにはこれほど記述に即した描
くことができなかったのではないだろうか。まさに
「アート・エディター」としてのヴェラールの存在
が確認できる場面だといえる。
おわりに
書物の芸術を研究対象とするとき、その総体を把
握する必然性を感じながらも、それを行うのは大変
困難な場合が多い。近年のファクシミリの普及は、
写本研究を大いに発展させているが、印刷本はその
複数性によってかえって複雑な状況であるともいえ
る。総体を把握するには、一冊の書物のみならず、
複数の刷りを検討しなければならない。本稿は、限
られた資料と調査による研究の報告であるが、世に
知られたヴェラールのヴェラム刷りがどのように制
作されたのかを明らかにする、ひとつの手がかりに
なると考えている。ヴェラールは中世の伝統を引き
継ぎ、写本と比肩する印刷本を生み出したが、一方
でそれが印刷という新たな技術に支えられているこ
とを改めて認識させられる。すぐれた画家によって
入念に彩色された木版画は、限りなく絵画に近いも
のの、下絵としての役割をむしろ強く果たしている
ともいえる。その存在はかき消されてしまうのに、
かえってその機能の重要性が際立っているように感
じられるのである。繰り返されるイメージの同一性
と差異。版画研究という立場からも、ヴェラールの
ヴェラム刷りはきわめて興味深い対象であるといえ
る。
Hindman, Sandra and Farquhar, James Douglas, 
Pen to Press: Illustrated Manuscripts and Printed 
Books in the First Century of Printing, Maryland, 1977.
アントワーヌ・ヴェラールについては、その出版
目録を含むマクファーレンの基礎文献、およびマク
ファーレンのリストを補完し、ヴェラール自身のテク
ストを詳細に検討したウィンによる近年の研究がある。
Macfarlane, John, Antoine Vérard, London, 1900（rpt. 
Geneva, 1971）; Winn, Mary Beth, Anthoine Vérard 
Parisian Publisher, 1485-1512 Prologues, Poems and 
Presentations, Genève, 1997.
‘signes font esmouvoir/ Desirs ferventz plus que 
dictz mouvoir’ 1503 - 08年頃の写本『キリスト受難』
La passion Jhesuscrist（BN Ms. fr. 1686）におけるヴェ
ラールによる序文。なお、この写本は詩と挿絵で構成
されているが、挿絵としてイスラエル・ファン・メッ
ケネムIsrael van Meckenemによるエングレーヴィ
ングの「受難伝」が刷り込まれている。Winn, ibid. 
pp.404 - 409, no.18.
Winn, ibid, p.102.
コラルト・マンシオンについては、次の文献を参照
のこと。Saeger, P. ,‘Colard Mansion and the revolution 
the printed books’, the Library Quarterly 45, 1975, 
pp.405-18.
Kern, Thomas/ Mckendrick, Scot, Illuminating the 
Renaissance, cat. Exh., the Paul Getty Museum, 2003, 
pp.271- 274, no.72. また、活版印刷はとの組み合わせで
はないが、ヴェラールもメッケネムの原版を所有して
挿絵とした。注3参照。
Boetius, 1477. 
ロードウェイク・ヴァン・フルートフース（c.1422 - 1492）
は、フィリップ善良公の廷臣、蔵書家、金羊毛騎士団員。
ルイ・ド・ブリュージュとも呼ばれる。マンシオンの
出版の1/3は彼の蔵書のテクストに一致する。
以下のウェブサイトでサムネイルながら全挿絵を
見 る こ と が で き る。http://collecties.meermanno.nl/
handschriften/showmanu?id=100005&page=0&page_size
= 40（2009年10月30日現在）
ヘントのアーレンド・ド・カイゼルArend de Keysere
は、マンシオンに倣って1485年に刊行したボエティウ
ス本を豪華な挿絵入りとしたが、遺言書に「おそらく
いつか売れるであろうはずのボエティウスがまだ100
冊ある」と書き残した。出版者たちの試みは大きな
リスクを伴っていたようだ。Hindman,  Sandra,‘Cross-
Fertilization: Experiments in Mixing the Media’, in: 
注
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Hindman/ Farquhar, op.cit., p.177.
木版画が彩色されているものや、欄外に装飾が施さ
れ て い る も の（Bruges, Openbare Biblioteek, 3877） 
がある。
いずれも通常はミニアチュールと表記して区別され
ないが、本稿では木版画に彩色されている場合は、彩
色大扉絵と記す。
ヴェラールがもとづくマンシオン版のフランス語
テクストは、14世紀はじめの作者不詳のフランス語
のOvide moraliséおよびピエール・ベルシュイール
Pierre Bersuireによるラテン語のOvidius Moralizatus
として流布していたものの翻案である。ベルシュイー
ル版テクストは、トレント公会議後の1564年に禁書と
された。
‘SUR LE PONT NOSTRE DAME’の記載あり。住
所はヴェラールが1499年の火災まで住居兼店舗として
いた場所。ウィンによれば、この版および1507版はヴェ
ラール死後の出版である。Macfarlane, op. cit., p.53, no. 
104 ; Winn, op. cit ., p.485.　
‘DEVANT LA RUE NEUFVE NOTRE DAME’の
記載あり。大扉絵の木版は切断されて小さくなってい
る。住所は最終の転居地として確認されるものである。
Macfarlane, ibid., p.77, no. 155; Winn, ibid.
1523年5月20日、および1531年5月29日の日付があ
る。いずれも出版者ヴェラールの記載はない。1523年
版はヴェラールによる1507年版と同じ木版が用いられ、
1531年版は1523年版にもとづく。Winn, ibid., pp.271 
and 484.
Paris, BN Rès. Vélins 559, BN Rès. Vélins 560, 
Grenoble, Bm I57, and London, BL IC41148.
木版大扉絵のあるフォリオには番号が印刷されない
ので、fol.IIから始まる。
マンシオン版ではむろん空間は空けられておらず、
『変身物語』La Bible des poètesの後版でも、挿絵のた
めの空間はない。枠飾りも省かれた後版は、木版挿絵
のみの廉価版となっている。本文に印刷される見出し
は、目次に含まれないものもある。
グルノーブル本は、未見のため考察の対象とはしな
いが、ウィンによれば、彩色大扉絵14点および小挿絵
12点と彩飾は少ない。Winn, op. cit., p.273.
Winn, ibid., p.281, ﬁg.5.5a and 5.5b.
かつてジャック・ド・ブザンソン自身に帰された多
数の作品が現在は変更され、この画家の同定は明確で
はない。Winn, op. cit., p.66, note 27.
目次とほぼ一致する見出しによって物語を同定した
が、見出しの内容との関連性が不明のものもある。
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ただし、マンシオン版では本文の前に編者第二の序
文があり、人間の黄金時代を描く木版大扉絵が付せら
れているため、木版画はヴェラール版より1点多い。
ウィンは、ヴェラールが巻頭をより重視する傾向を
指摘している。Winn, op.cit., p.460.
&DWDORJXHRIERRNVSULQWHGLQWKH¿IWHHQWKFHQWXU\
VIII, the Btitish Museum London, 1949, pp. 78, 81, 82 
and 86.
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　　（やすい・あゆみ　芸術学／西洋美術史）
　　　　　　　　　　　（2009年10月30日受理）
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本文は、BN559を基準とし、その構成および挿絵をBN560
と大英図書館本と比較したものである。フォリオ番号は印刷
に従いローマ数字で表記した。ただし、誤植箇所は訂正した
ものを記した。フォリオ番号が付されていない場合はアラビ
ア数字で表記した。折丁の括弧内は印刷されたフォリオ番号
の数字である。Wは木版画、大小を大文字、小文字で示す。
木版画はすべて彩色されている。mは描かれた挿絵を示す。S
は見出し上下の空間を示す。神名等の長音は原則として省略
した。
表で使用した記号は以下のとおりである。
・◎　同一場面で構図がとくに類似しているもの
・○　同一場面を描いているもの
・●　BN560と大英図書館本で共通する表現がみられるもの
　　 （共通点を表記）
・△　構成要素あるいは構図に相違があるもの
・×　異なる場面を描いているもの
相違は、人物等の位置反転、異なる場面設定のみ記した。
〔表1〕『変身物語』La Bible des poètes（1493/94）構成対応表
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